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観測孔No.3-1
全ﾍﾞｰﾀ：180(８／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：460(８／１採取分）
Cs-134：1.2（７／２５、８／８採取分）
Cs-137：２.６（８/１採取分）

観測孔No.3
全ﾍﾞｰﾀ：1,400(７／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200(１２／１２（H24）採取分）
Cs-134：3.5（７／２５採取分）
Cs-137：5.9（８/８採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB2

全ﾍﾞｰﾀ：2.3×107（７／１７採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×105（７／１７採取分）

Cs-134：1.2×107（７／１７採取分）

Cs-137：2.4×107（７／１７採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑A
水深1、７、１3mのうち最大の1mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：6.7×108（７／１0採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×107（７／１０採取分）

Cs-134：5.0×107（７／１０採取分）

Cs-137：1.0×108（７／１０採取分）

観測孔No.1
全ﾍﾞｰﾀ：1,900(５／２４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：500,000(５／２４、６／７採取分）
Cs-134：13（８／２９採取分）
Cs-137：31（８／２９採取分）

観測孔No.1-2
全ﾍﾞｰﾀ：900,000(７／５、７／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：400,000(８／２２採取分）
Cs-134：11,000（７／９採取分）
Cs-137：22,000（７／９採取分）

観測孔No.1-3
全ﾍﾞｰﾀ：160,000(8/12、8/15採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：290,000(７／１２採取分）
Cs-134：10(９／２採取分）
Cs-137：24（９／２採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑B
水深1、７、１3mのうち最大のものを記載

全ﾍﾞｰﾀ：3.4×107（７、13m）（７／３１採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：3.6×105（1m）（７／３１採取分）

Cs-134：1.3×107（1m）（７／３１採取分）

Cs-137：2.6×107（1m）（７／３１採取分）

No.25
No.26

No.27

No.24No.23

４号機サブドレンNo.56
全ﾍﾞｰﾀ：12（６／１１（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,200（６／１１（H24）採取分）
Cs-134：ND（20）（９／９採取分）
Cs-137：ND（20）（９／９採取分）

No.32 No.56

No.53 No.55

４号機海水配管トレンチ立坑
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：6.2×104（６／１８採取分）

Cs-137：1.3×105（６／１８採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB1-1

全ﾍﾞｰﾀ：7.5×108（７／２６採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：8.7×106（７／２６採取分）

Cs-134：7.5×108（７／２６採取分）

Cs-137：1.6×109（７／２６採取分）

２号機サブドレンNo.23、24
No.23～24のうち最大のものの値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：1,052（No.23）（６／１8（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,407（No.24）（６／１9（H24）採取分）
Cs-134：276（No.23）（６／１8（H24）採取分）
Cs-137：425（No.23）（６／１8（H24）採取分）

３号機サブドレンNo.32
全ﾍﾞｰﾀ：ND（9）（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：９７（11／12（H24）採取分）
Cs-134：ND（20）（９／９採取分）
Cs-137：ND（20）（９／９採取分）

※：放射能濃度の単位はBq/L
※：採取日について年の記載の無いものはH25年に採取
※：観測孔の値は最高値を記載（9/12時点）
※：測定結果がNDのものについては括弧内に検出限界値を記載

１号機サブドレンNo.2
全ﾍﾞｰﾀ：25（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200（８／５採取分）
Cs-134：ND（14）（８／５採取分）
Cs-137：20（８／５採取分）

No.2

No.1

４号機サブドレンNo.5３、５５
最大のNo.55の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：ND（26.1）（６／5（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,144（６／5（H24）採取分）
Cs-134：2.0（５／１７（H24）採取分）
Cs-137：3.4（５／１７（H24）採取分）

放射能濃度分析結果まとめ（観測孔の値について最大値を記載）

２号機サブドレンNo.2７
全ﾍﾞｰﾀ：430（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：470（11／12（H24）採取分）
Cs-134：210（９／９採取分）
Cs-137：490（９／９採取分）

２号機サブドレンNo.25、26
No.25～2６のうち最大のNo.25の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：１,737（６／１７（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,302（６／１７（H24）採取分）
Cs-134：645（６／１７（H24）採取分）
Cs-137：990（６／17（H24）採取分）

 トリチウム濃度：　60,000Bq/L以上

 全β濃度：        　30,000Bq/L以上
　　　　　　　　        3,000～30,000Bq/L
　　　　　　　        　300～3,000Bq/L

１号機サブドレンNo.1
全ﾍﾞｰﾀ：290（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：110,000（８／５採取分）
Cs-134：150（９／９採取分）
Cs-137：340（９／９採取分）

観測孔No.2
全ﾍﾞｰﾀ：1,700(７／８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：850(６／２６採取分）
Cs-134：0.5（７／９採取分）
Cs-137：1.2（７/11、８／１採取分）

ウェルポイント
全ﾍﾞｰﾀ：360,000(９／２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：460,000(８／１９採取分）
Cs-134：1.5（８／１９採取分）
Cs-137：3.4（８／１９採取分）

観測孔No.1-8
全ﾍﾞｰﾀ：1,200(８／２６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100(９／２採取分）
Cs-134：30(９／２採取分）
Cs-137：63(９／２採取分）

観測孔No.2-1
全ﾍﾞｰﾀ：380(７／29採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：440(８／２６採取分）
Cs-134：0.66（９／１採取分）
Cs-137：1.1（８/２９、９／１採取分）

観測孔No.0-2
全ﾍﾞｰﾀ：ND（24）(９／２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（120）(９／２採取分）
Cs-134：ND（0.47）（９／２採取分）
Cs-137：0.75（９／２採取分）

１号機海水配管トレンチ立坑B
全ﾍﾞｰﾀ：63(８／１４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（130）(８／１４採取分）
Cs-134：3,800（８／１４採取分）
Cs-137：7,800（8/１４採取分）

観測孔No.1-9
全ﾍﾞｰﾀ：600(９／８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：670(９／３採取分）
Cs-134：170（９／３採取分）
Cs-137：380（９／３採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑A
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：1.8×107（5/30採取分）

Cs-137：3.7×107（5/30採取分）

観測孔No.1T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／５採取分）
Cs-134：ND（0.37）(９／５採取分）
Cs-137：ND（0.47）(９／５採取分）

観測孔No.1T-３
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：80,000（９／５採取分）
Cs-134：ND（0.54）(９／５採取分）
Cs-137：ND（0.52）(９／５採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑C
水深1、７、１3mのうち最大の13mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：5.2×108（7/31採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.6×106（7/31採取分）

Cs-134：3.0×108（7/31採取分）

Cs-137：6.5×108（7/31採取分）

観測孔No.1R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：150（９／５採取分）
Cs-134：0.64(９／５採取分）
Cs-137：1.3(９／５採取分）

観測孔No.0-1
全ﾍﾞｰﾀ：300(８／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：４5,000(８／２９採取分）
Cs-134：1.4（８／２９採取分）
Cs-137：3 0（8／２９採取分）

観測孔No.1-4
全ﾍﾞｰﾀ：380(８／１９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：98,000(７／１１採取分）
Cs-134：1.５（７／８採取分）
Cs-137：3.6（７/８採取分）

観測孔No.1-5
全ﾍﾞｰﾀ：56,000(８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：72,000(８／１５採取分）
Cs-134：310（８／５採取分）
Cs-137：650（8／５採取分）

N3 N４

試験掘削孔N3
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：3.0(９／１採取分）
Cs-137：7.2(９／１採取分）

観測孔No.4T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（17）（９／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,800（９／９採取分）
Cs-134：ND（0.38）（９／９採取分）
Cs-137：ND（0.44）（９／９採取分）

試験掘削孔N４
全ﾍﾞｰﾀ：62(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：4.8(９／１採取分）
Cs-137：12(９／１採取分）

観測孔No.2R-1
全ﾍﾞｰﾀ：36(９／３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：31（９／３採取分）
Cs-134：ND（0.55）(９／３採取分）
Cs-137：0.97(９／３採取分）

観測孔No.1T-4
全ﾍﾞｰﾀ：9.500(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：分析中(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.46）（９／１１採取分）
Cs-137：0.88（９／１１採取分）

観測孔No.2T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（24）(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：分析中(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.36）（９／１１採取分）
Cs-137：0.66（９／１１採取分）

観測孔No.2T-2
全ﾍﾞｰﾀ：830(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：分析中(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.47）（９／１１採取分）
Cs-137：ND（0.60）（９／１１採取分）
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観測孔No.3-1
全ﾍﾞｰﾀ：55(８／22採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：240(８／22採取分）
Cs-134：0.68（８／２２採取分）
Cs-137：1.2（８／２２採取分）

観測孔No.3
全ﾍﾞｰﾀ：ND（24）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100(９／５採取分）
Cs-134：3.0（９／５採取分）
Cs-137：3.0（９／５採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB2

全ﾍﾞｰﾀ：2.3×107（７／１７採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×105（７／１７採取分）

Cs-134：1.2×107（７／１７採取分）

Cs-137：2.4×107（７／１７採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑A
水深1、７、１3mのうち最大の1mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：6.7×108（７／１0採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×107（７／１０採取分）

Cs-134：5.0×107（７／１０採取分）

Cs-137：1.0×108（７／１０採取分）

観測孔No.1
全ﾍﾞｰﾀ：650(９／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：370,000(９／５採取分）
Cs-134：ND（0.40）（９／９採取分）
Cs-137：0.72（９／９採取分）

観測孔No.1-2
全ﾍﾞｰﾀ：500,000(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：310,000(９／５採取分）
Cs-134：82（９／５採取分）
Cs-137：180（９／５採取分）

観測孔No.1-3
全ﾍﾞｰﾀ：21,000(９／２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：200,000(９／２採取分）
Cs-134：10(９／２採取分）
Cs-137：24（９／２採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑B
水深1、７、１3mのうち最大のものを記載

全ﾍﾞｰﾀ：3.4×107（７、13m）（７／３１採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：3.6×105（1m）（７／３１採取分）

Cs-134：1.3×107（1m）（７／３１採取分）

Cs-137：2.6×107（1m）（７／３１採取分）

No.25
No.26

No.27

No.24No.23

４号機サブドレンNo.56
全ﾍﾞｰﾀ：12（６／１１（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,200（６／１１（H24）採取分）
Cs-134：ND（20）（９／９採取分）
Cs-137：ND（20）（９／９採取分）

No.32 No.56

No.53 No.55

４号機海水配管トレンチ立坑
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：6.2×104（６／１８採取分）

Cs-137：1.3×105（６／１８採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB1-1

全ﾍﾞｰﾀ：7.5×108（７／２６採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：8.7×106（７／２６採取分）

Cs-134：7.5×108（７／２６採取分）

Cs-137：1.6×109（７／２６採取分）

２号機サブドレンNo.23、24
No.23～24のうち最大のものの値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：1,052（No.23）（６／１8（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,407（No.24）（６／１9（H24）採取分）
Cs-134：276（No.23）（６／１8（H24）採取分）
Cs-137：425（No.23）（６／１8（H24）採取分）

３号機サブドレンNo.32
全ﾍﾞｰﾀ：ND（9）（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：９７（11／12（H24）採取分）
Cs-134：ND（20）（９／９採取分）
Cs-137：ND（20）（９／９採取分）

※：放射能濃度の単位はBq/L
※：採取日について年の記載の無いものはH25年に採取
※：観測孔の値は至近値を記載（9/12時点）
※：測定結果がNDのものについては括弧内に検出限界値を記載

１号機サブドレンNo.2
全ﾍﾞｰﾀ：25（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200（８／５採取分）
Cs-134：ND（14）（８／５採取分）
Cs-137：20（８／５採取分）

No.2

No.1

４号機サブドレンNo.5３、５５
最大のNo.55の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：ND（26.1）（６／5（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,144（６／5（H24）採取分）
Cs-134：2.0（５／１７（H24）採取分）
Cs-137：3.4（５／１７（H24）採取分）

放射能濃度分析結果まとめ（観測孔の値について至近値を記載）

２号機サブドレンNo.2７
全ﾍﾞｰﾀ：430（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：470（11／12（H24）採取分）
Cs-134：210（９／９採取分）
Cs-137：490（９／９採取分）

２号機サブドレンNo.25、26
No.25～2６のうち最大のNo.25の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：１,737（６／１７（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,302（６／１７（H24）採取分）
Cs-134：645（６／１７（H24）採取分）
Cs-137：990（６／17（H24）採取分）

 トリチウム濃度：　60,000Bq/L以上

 全β濃度：        　30,000Bq/L以上
　　　　　　　　        3,000～30,000Bq/L
　　　　　　　        　300～3,000Bq/L

１号機サブドレンNo.1
全ﾍﾞｰﾀ：290（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：110,000（８／５採取分）
Cs-134：150（９／９採取分）
Cs-137：340（９／９採取分）

観測孔No.2
全ﾍﾞｰﾀ：220(９／８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：680(９／４採取分）
Cs-134：ND（0.47）（９／８採取分）
Cs-137：0.7（９／８採取分）

ウェルポイント
全ﾍﾞｰﾀ：360,000(９／２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：380,000(９／２採取分）
Cs-134：ND（1.6）（９／２採取分）
Cs-137：ND（1.6）（９／２採取分）

観測孔No.1-8
全ﾍﾞｰﾀ：1,100(９／２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100(９／２採取分）
Cs-134：30(９／２採取分）
Cs-137：63(９／２採取分）

観測孔No.2-1
全ﾍﾞｰﾀ：29(９／４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：380(９／４採取分）
Cs-134：ND（0.40）（９／４採取分）
Cs-137：0.82（９／４採取分）

観測孔No.0-2
全ﾍﾞｰﾀ：ND（17）(９／８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（120）(９／２採取分）
Cs-134：ND（0.46）（９／８採取分）
Cs-137：0.67（９／８採取分）

１号機海水配管トレンチ立坑B
全ﾍﾞｰﾀ：63(８／１４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（130）(８／１４採取分）
Cs-134：3,800（８／１４採取分）
Cs-137：7,800（8/１４採取分）

観測孔No.1-9
全ﾍﾞｰﾀ：200(９／１０採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：560(９／８採取分）
Cs-134：33（９／１０採取分）
Cs-137：77（９／８採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑A
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：1.8×107（5/30採取分）

Cs-137：3.7×107（5/30採取分）

観測孔No.1T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／５採取分）
Cs-134：ND（0.37）(９／５採取分）
Cs-137：ND（0.47）(９／５採取分）

観測孔No.1T-３
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：80,000（９／５採取分）
Cs-134：ND（0.54）(９／５採取分）
Cs-137：ND（0.52）(９／５採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑C
水深1、７、１3mのうち最大の13mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：5.2×108（7/31採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.6×106（7/31採取分）

Cs-134：3.0×108（7/31採取分）

Cs-137：6.5×108（7/31採取分）

観測孔No.1R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：150（９／５採取分）
Cs-134：0.64(９／５採取分）
Cs-137：1.3(９／５採取分）

観測孔No.0-1
全ﾍﾞｰﾀ：160(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：38,000(９／１採取分）
Cs-134：0.8（９／１採取分）
Cs-137：2 1（９／１採取分）

観測孔No.1-4
全ﾍﾞｰﾀ：240(８／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：21,000(８／２２採取分）
Cs-134：1.0（８／２２採取分）
Cs-137：1.8（８／２２採取分）

観測孔No.1-5
全ﾍﾞｰﾀ：820(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：23,000(９／５採取分）
Cs-134：50（９／５採取分）
Cs-137：110（９／５採取分）

N3 N４

観測孔No.4T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（17）（９／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：18,00（９／９採取分）
Cs-134：ND（0.38）（９／９採取分）
Cs-137：ND（0.44）（９／９採取分）

試験掘削孔N3
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：3.0(９／１採取分）
Cs-137：7.2(９／１採取分）

試験掘削孔N４
全ﾍﾞｰﾀ：62(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：4.8(９／１採取分）
Cs-137：12(９／１採取分）

観測孔No.2R-1
全ﾍﾞｰﾀ：36(９／３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：31（９／３採取分）
Cs-134：ND（0.55）(９／３採取分）
Cs-137：0.97(９／３採取分）

観測孔No.1T-4
全ﾍﾞｰﾀ：9.500(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：分析中(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.46）（９／１１採取分）
Cs-137：0.88（９／１１採取分）

観測孔No.2T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（24）(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：分析中(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.36）（９／１１採取分）
Cs-137：0.66（９／１１採取分）

観測孔No.2T-2
全ﾍﾞｰﾀ：830(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：分析中(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.47）（９／１１採取分）
Cs-137：ND（0.60）（９／１１採取分）
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地下水、海水のモニタリングデータ（1／11）

タービン建屋海側地下水

観測孔No.0-1：上流側のNo.0-2よりトリチウムが高い。

観測孔No.1： 8/29以降、セシウムの上昇が見られる。

観測孔No.1-2：8/22以降、セシウム、全ベータの低下が見られる。

観測孔No.1-3：8/22以降、セシウムの上昇が見られる。

観測孔No.1-5：8/12以降、セシウム、全ベータ、トリチウムとも低下が見られる。

観測孔No.1-9：No.1, No.1-8と比べてセシウムが高い。

ウェルポイント：全ベータの変動が大きい。

全ベータ／トリチウム比：
・土壌への吸着のされやすさの違いから、地中を移行した距離が長い地点ほど全ベータ／

トリチウム比が小さくなると考えられる。（No.1, No.1-4）

・全ベータ／トリチウム比が高い地点は、周辺に漏えい源がある可能性が高い。（No.1-2）

・No.0-1の比はNo.1, No.1-4とほぼ同じであることから、漏えい源からの移行距離も同じ
である可能性が考えられる。（２号機分岐トレンチからNo.1まで約30m）

建屋海側サブドレン

1T-1：トリチウムのみ検出。

1T-3：トリチウムのみ検出され、サブドレンNo.1と同様に高い。

1T-4：全ベータが高いレベルで検出。

建屋山側サブドレン

1R-1： 全ベータはＮＤ。

2R-1： 全ベータを検出。
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地下水、海水のモニタリングデータ（2／11）

地下水の濃度分布（地点比較）

0

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

B
q/

リ
ッ
ト
ル

Cs-137
H-3
全β

地下水
No.0-1

地下水
No.1-2

地下水
No.1-1
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H-3の告示濃度

Cs-137の告示濃度

地下水
No.2-1

地下水
No.3-1

地下水
No.1-5

（H25.9.10現在）

地下水
No.1

地下水
No.1-8

ｳｴﾙ
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地下水
No.0-2

地下水
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地下水、海水のモニタリングデータ（3／11）

地下水のセシウム濃度の推移

0.1

1.0

10.0

100.0

1,000.0

10,000.0

100,000.0

1,000,000.0

13/5/20 13/5/30 13/6/9 13/6/19 13/6/29 13/7/9 13/7/19 13/7/29 13/8/8 13/8/18 13/8/28 13/9/7

地下水No.1
Cs-137

地下水No.2
Cs-137

地下水No.3
Cs-137

地下水No.1-1
Cs-137

地下水No.1-2
Cs-137

地下水No.1-3
Cs-137

地下水No.1-4
Cs-137

地下水No.1-5
Cs-137

地下水No.2-1
Cs-137

地下水No.3-1
Cs-137

地下水No.0-1
Cs-137

地下水No.0-2
Cs-137

地下水No.1-8
Cs-137

地下水No.1-9
Cs-137

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
Cs-137

Bq/L

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

8/22～ 2号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水抜き
8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
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No.1-2

No.1-3

No.1-5

地下水、海水のモニタリングデータ（4／11）

地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度の推移
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地下水No.1
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地下水No.1
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地下水No.2
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Sr-90

地下水No.1-1
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地下水No.1-2
全β
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地下水No.1-4
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地下水No.1-5
全β

地下水No.2-1
全β

地下水No.3-1
全β

地下水No.0-1
全β

地下水No.1-8
全β

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

地下水No.0-2
全β

地下水No.1-9
全β

Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

8/22～ 2号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水抜き
8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
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No.1-2

No.1-3
No.2

No.1-5

No.0-1
No.1
No.1-4

全ベータ／トリチウム濃度比

２号機タービン建屋滞留水（H23.3） 6.8E9／2.4E7＝280

２号機海水配管トレンチ立坑Ｃ（H25.7） 3.3E8／2.4E6＝140

１号機タービン建屋サブドレンNo.1（H25.8） 290／110000＝0.0026

地下水、海水のモニタリングデータ（5／11）

地下水の全ベータ／トリチウム濃度比の推移
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13/5/26 13/6/5 13/6/15 13/6/25 13/7/5 13/7/15 13/7/25 13/8/4 13/8/14 13/8/24 13/9/3

地下水No.0-1 全β/H-3比 地下水No.0-2 全β/H-3比 地下水No.1 全β/H-3比 地下水No.1-2 全β/H-3比 地下水No.1-3 全β/H-3比

地下水No.1-4 全β/H-3比 地下水No.1-5 全β/H-3比 地下水No.1-9 全β/H-3比 ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ全β/H-3比 地下水No.2 全β/H-3比

地下水No.2-1 全β/H-3比 地下水No.3 全β/H-3比 地下水No.3-1 全β/H-3比

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
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１,２号機間ウェルポイントによる１日あたりの汲み上げ量

①8/15～９/８平均の汲み上げ量（移送量） ５６m3/日
②汲み上げ水の放射能濃度（Bq/L）

③（＝①×②）汲み上げた放射能量（Bq/日）

海への流出量試算値（Bq/日）
1～4号機取水口内の海水中濃度、海水交換率からの試算（暫定）

ND3.6×1053.8×1052013.9.2

2.81.9×1053.7×105平均

2.15.9×1032.6×1052013.8.26

3.41.9×1054.6×1052013.8.19

Cs-137全βH-3採取日

1.5×1051.0×10102.0×1010平均

Cs-137全βH-3

4×1093×109－最小

2×10101×10101×1011最大

Cs-137Sr-90＊H-3
＊：全βの1/2として

全β濃度から算出

地下水、海水のモニタリングデータ（6／11）
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地下水、海水のモニタリングデータ（7／11）

港湾内海水
港湾内（航路エリア）、港湾口：8月中旬に全ベータが検出されたが、その後は検出されて

いない。

１～４号機取水路開渠内海水

１、２号機取水口間：７月下旬以降、表層、下層の差が大きくなり、表層が上回る傾向が
継続している。８月上旬は上昇傾向にあったが、中旬以降は横ばい。

取水口北側：セシウム、全ベータ、トリチウムとも５月以降上昇傾向にあったが、８月以降
横ばい。

東波除堤北側：取水口北側の上昇前のレベルで推移。
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至近の測定結果（ベクレル/リットル）
（H25.9.10現在）

 

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／9採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： ND (9／3採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND
(9／9採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
(9／2採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： ND
(9／9採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 8.6
(9／2採取分）

全ﾍﾞｰﾀ：280
(9／9採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ：430
(9／2採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／9採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： ND  (9／3採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／9採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： ND  (9／3採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND
(9／9採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
(9／2採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：450
(9／9採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：420
(9／2採取分）

全ﾍﾞｰﾀ： 690
(9／10採取分 表層）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 1,700
(9／8採取分 表層）

全ﾍﾞｰﾀ：ND
(9／9採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
(9／2採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 250
(9／9採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： 510
(9／2採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 880
(9／10採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ：2,800
(9／8採取分)

シルトフェンス内側(１～4号機）
全ﾍﾞｰﾀ：550,520,270,210

(9／9採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ：1400,520,410,360

(9／2採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／9採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 2.2  (9／3採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／9採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： ND  (9／3採取分)

港湾内・外の海水濃度測定結果

地下水、海水のモニタリングデータ（8／11）
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地下水、海水のモニタリングデータ（9／11）

1,2号機取水口間の海水の濃度推移
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1,2号機取水口間 表層
H-3

1,2号機取水口間 下層
H-3

1,2号機取水口間 表層
全β

1,2号機取水口間 下層
全β

1,2号機取水口間 表層
Cs-137

1,2号機取水口間 下層
Cs-137

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

海側遮水壁が1,2号機取水口間護岸
にかかる期間（7月下旬～）

ウェルポイント稼働
 （8/15～）

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L
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地下水、海水のモニタリングデータ（10／11）

1～4号機取水口北側、東波除堤北側の海水の濃度推移
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13/5/11 13/5/21 13/5/31 13/6/10 13/6/20 13/6/30 13/7/10 13/7/20 13/7/30 13/8/9 13/8/19 13/8/29 13/9/8

1-4号機取水口北側
H-3

東波除堤北側
H-3

1-4号機取水口北側
全β

東波除堤北側
全β

1-4号機取水口北側
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

海側遮水壁が1～4号機取水口北側採取点
前にかかる期間（5/25～）

ウェルポイント稼働
        （8/15～）

15



地下水、海水のモニタリングデータ（11／11）

港湾内、港湾口の海水の濃度推移
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物揚場
全β

６号機取水口前
全β

港湾内東側
全β

港湾内西側
全β

港湾内北側
全β

港湾内南側
全β

港湾口
全β

物揚場
全βND値

６号機取水口前
全β ND値

港湾内東側
全β ND値

港湾内西側
全βND値

港湾内北側
全β ND値

港湾内南側
全β ND値

港湾口
全β ND値

Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L
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（２）護岸エリアの対策について（２）護岸エリアの対策について

１．護岸エリア対策の進捗および計画

２．地下水位の測定結果

３．薬液注入による地盤改良の効果

４．２号機分岐トレンチ閉塞施工状況

５．２号機分岐トレンチの復水について

６．観測孔調査計画について

７．１－２号機間護岸エリアの潮位と地下水の関係について

８．３－４号機取水口間ウェルポイントの稼働について
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１．護岸エリア対策の進捗および計画 [１－２号機間進捗]

⑤地盤改良（山側）：0本／167本
（H25.10末 完了予定）

①地盤改良（海側）：228本／228本
（H25.7.8 ～ 8.9 完了）

③地盤改良（山側）:115本／337本
（H25.8.13～ 工事着手）

（H25.9末 1列目完了予定）
（H25.10末 2列目完了予定）

②ウェルポイント：28基／28基
（H25.8.15～ 稼働開始）

施工完了数／計画数
（工程）

④支障物撤去（山側）
[昼作業]

(H25.8～H25.9中 予定)

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり
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①地盤改良（海側）：3８本／249本
（H25.8.29 ～ H25.11末 予定）

④地盤改良（山側）
（H25.10上 ～ H25.12上予定）

②ウェルポイント：29基／29基
（稼働準備完了）

１．護岸エリア対策の進捗および計画 [２－３号機間進捗および計画]

③支障物撤去（山側）[昼作業]
（H25.８.22 ～ H25.10末予定）

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり
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①地盤改良（海側）：29本／132本
（H25.8.23 ～ H25.9末 予定）

②ウェルポイント：7基／7基
（稼働準備完了）

④地盤改良（山側）
（H25.9中 ～ H25.11下 予定）

１．護岸エリア対策の進捗および計画 [３－４号機間進捗および計画]

③支障物撤去（山側）[昼作業]
（H25.8.22 ～ H25.9末 予定）

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり
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福島第一原子力発電所における降水量 地下水位（地下水観測孔No.1）

地下水位（地下水観測孔No.2） 地下水位（地下水観測孔No.1-2)

地下水位（地下水観測孔No.3） 地下水位（地下水観測孔No.1-3）

地下水位（地下水観測孔No.1-8） 地下水位（地下水観測孔No.1-9)

小名浜潮位 地下水（地下水観測孔No.1-4)

地下水位（地下水観測孔No.1-5） 地下水位（地下水観測孔No.2-1）

２．地下水位の測定結果（８月７日～９月７日）

集水ポンプ稼働 ８／９～

地盤改良２列目完了 ８／９～

ウェルポイント稼働 ８／１５～

集水ﾋﾟｯﾄ(8/9～)、ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ(8/15～)の順次稼働に伴い、地下水位は下降傾向。
No.1-5・No.2-1において地下水位の計測を開始。
No.1-4に引き続き、No.1-3・No.1-5でも薬液注入の影響を受けた模様。
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小名浜潮位

地下水（地下水観測孔No.1-4)

地下水位（地下水観測孔No.1-5）

２．地下水位の測定結果 ［No.1-4他の計測データ（8月25日～9月7日）］

地盤改良の作業時間帯（夜間作業）において、No1-4[第5回WG報告済]とNo.1-3、No.1-5
の計測値の上昇を確認。→現在、No.1-4、No.1-3、No.1-5のデータは信頼性が損なわれて
いると考えられるため今後代替を検討。
今後、これと同様な計測値の上昇が確認された場合、欠測扱いとしたい。
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社
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地盤改良範囲内の地下水位（No.1,No.1-2,No.1-8）は、ウェルポイントでの排水

により、地盤改良天端レベル（O.P.+2.20m）以下で推移している。

３．薬液注入による地盤改良の効果（１－２号機間）

ウェルポイント稼働ウェルポイント稼働 8/158/15～～

●●
No.1No.1--88

No.1No.1--99 ●●

●●
No.1No.1

●●
No.1No.1--22

※※11（（No.1No.1--22）：ウェルポイント排水の影響と推察）：ウェルポイント排水の影響と推察
※※22（（No.1No.1--99）：水位計の不備による欠測）：水位計の不備による欠測(9/7(9/7～～9/10)9/10) ※※11

※※22

23

t1200583
テキストボックス



充填材 注入状況（９／３撮影）

9/10夜作業にて充填ほぼ完了

（今後コア孔部のキャッピング等を実施し完了予定）

４．２号機分岐トレンチ閉塞施工実施状況

注入状況確認

8/29～9/11において、分岐トレンチの閉塞作業をほぼ完了

注入孔

充填材
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２号機分岐トレンチの水位は、水抜き前までタービン建屋水位と同程度で推移

タービン建屋水位と周辺地下水位(No.1)には水頭差が存在

水移送後は、トレンチ内への復水により、水位が8cm/day程度上昇

トレンチ内の水位が近傍の地下水位(No.1-5)より高い状態でトレンチ内水位が上昇

OP +1,000mm

OP +1,500mm

OP +2,000mm

OP +2,500mm

OP +3,000mm

OP +3,500mm

2013/7/1 2013/7/8 2013/7/15 2013/7/22 2013/7/29 2013/8/5 2013/8/12 2013/8/19 2013/8/26 2013/9/2 2013/9/9

２号機 T/B B1水位

地下水観測孔No1

地下水観測孔No.1-2

地下水観測孔No.1-3

地下水観測孔No.1-5

２号機　分岐トレンチ

地盤改良(7/8～8/9）

地盤改良による地下水位上昇

①タービン建屋水位≒２号機分岐トレンチ水位

②タービン建屋水位
(≒２号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水位)

とNo.1水位には
水頭差が存在

④ﾄﾚﾝﾁ内水位が上昇
O.P.2.46m → O.P.2.48m(+0.02m)
(8/31 5:00) (8/31 12:00)

③ﾄﾚﾝﾁ内への復水に
よる水位上昇 ﾄﾚﾝﾁ内への

充填開始
(8/29夜～)

５．２号機分岐トレンチの復水について ③分岐トレンチ水位等の変動

No.1-5水位
O.P.2.27m
(8/31)

ﾄﾚﾝﾁ内の
水移送開始
(8/22～)
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5.1×1035.3×1056.7×1053.1×1053,500平成25年8月28日

8.7×1037.5×1051.6×1067.5×1058,000平成25年7月26日

5.1×105

全β

（Bq/cm3）

5.8×105

Cs137

（Bq/cm3）

3.4×1032.7×1052,800平成25年8月31日

H-3

（Bq/cm3）

Cs134

（Bq/cm3）

塩素

(ppm)
採取日

【2号機 B‐1‐1】２号機分岐トレンチ（取水電源ケーブルトレンチ（海水配管基礎部））

【2号機 A】２号機主トレンチ（海水配管トレンチ（２号機立坑A））

分析未実施分析未実施3.7×1041.8×104140平成25年5月30日

H-3

（Bq/cm3）

全β

（Bq/cm3）

Cs137

（Bq/cm3）

Cs134

（Bq/cm3）

塩素

(ppm)
採取日

５．２号機分岐トレンチの復水について ④水質分析結果

観測孔No.1‐5 地下水

2.3×1018.2×10-11.1×10-15.0×10-2-平成25年9月5日

H-3

（Bq/cm3）

全β

（Bq/cm3）

Cs137

（Bq/cm3）

Cs134

（Bq/cm3）

塩素

(ppm)
採取日
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トレンチ水抜き前までは、分岐トレンチとタービン建屋の水位は同程度

水抜き後、トレンチ内の水位が周辺地下水位より高い状態で、トレンチ内水位が上昇

→立坑Ｂの閉塞は完全ではなく、経路①（タービン建屋から立坑Ｂを経由するルート）

から流入している可能性がある

対策前の分岐トレンチ内水位は，周辺地下水位より高い状態で保持されていたと考えられる。

観測孔No.1-5の地下水水質（全β）は、トレンチ内水質と比較して、100万分の１程度

→経路②（地下水）の可能性は否定できないが、分岐トレンチから流出･流入する量は

限定的と考えられる

#2タービン建屋

立坑Ｂ O.P.+4.0

岩盤

埋戻土

主トレンチ 立坑閉塞

O.P.+10.0

【水抜き前の水位状況】

周辺地下水位
O.P.+2.0～+2.1m
（No.1観測孔）

経路①

← →

分岐トレンチ内水位＞周辺地下水位
水頭差が存在する状態

水位は同程度

経路②

??
O.P.+3.15O.P.+2.9～+3.3程度

５．２号機分岐トレンチの復水について ⑤復水経路の推定
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園

二

園

主トレンチ(海水血管トレンチ)
〔分岐トレンチ含む〕

電源ケーブルトレンチ

電源ケーブル管路

観測孔位置図 O 

• 
孔数 水質確認 水質監視 汚染土壇確認 地下水位監視

7 O × × × 
12 O × O × 

O × × O 

4 O × O O 

7 O O × O 

9 O O O O 

O × 
(21孔/41孔)

(20孔/41孔)

#lT/B #2T/B #3T/B 件斗 T/B

R/B 

B
 

/
 

R
 

F之/B R/B 

T1180066
長方形

T1180066
タイプライターテキスト
第3回WG以降、追加・計画変更した観測孔

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

t1247451
タイプライターテキスト
【基本方針】
　・No.1-4は薬液注入の影響を受けてデータの信頼性が損なわれているため、
　　No.1-11にて水位監視を追加
　・海側地盤改良より海側のNo.1-9について、水質監視を追加
　・２号機分岐トレンチ近傍のNo.1-5について、水位監視を追加
　・海側地盤改良近傍のNo.2-6,No.3-4ならびに分岐トレンチ近傍の
　　No.2-5,No.2-2,No.3-3を優先的に実施

t1247451
タイプライターテキスト
６．観測孔調査計画について

t1247451
タイプライターテキスト
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７．１－２号機間護岸エリアの潮位と地下水の関係について（１／２）

【コメント１】地盤改良で山側からの地下水供給を絶ったことで、No.1-9水位が

低下したことを確認すること。

地
盤
改
良

①満潮→干潮時①満潮→干潮時 ②干潮→満潮時②干潮→満潮時

No.1-9水位と潮位（満潮時）はほぼ等しいことから、No.1-9水位は潮位と平衡状態

にあると推察される。

ただし、矢板護岸の不透水性や土壌の保水性があるため、潮位変動に対してNo.1-9

水位は追随しきれず、水位変動に時間遅れが発生していると考えられる。

なお、No.1-9水位は地盤改良前に測定を行っていないため、地盤改良前後での水位

変化は確認できない。

↓矢板護岸↓矢板護岸
↓↓No.1No.1--99

地下水位▽地下水位▽

地
盤
改
良

↓矢板護岸↓矢板護岸
↓↓No.1No.1--99

地下水位▽地下水位▽

潮位の低下に対して、地潮位の低下に対して、地

下水位の低下は小さい。下水位の低下は小さい。

No.1No.1--99水位水位 ＞＞ 潮位潮位

潮位と地下水位は潮位と地下水位は

平衡している。平衡している。

No.1No.1--99水位水位 ≒≒ 潮位潮位

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

9/5 9/6 9/7

地
下

水
位

・
潮

位
（
O

P
）
［
m

］

No.1-9 小名浜潮位

①① ①① ①①②② ②② ②②

・水位は平衡状態（満潮時）・水位は平衡状態（満潮時）

・水位変動に時間遅れが発生・水位変動に時間遅れが発生
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【コメント２】No.1やNo.1-2の地下水位は、潮位と連動していることから、

地盤改良による止水が機能しているとは言えない。

No.1やNo.1-2の周辺では、地盤改良が完了していないため、地下水位は依然として

潮位の影響を受けていることが確認される。

今後の工事の進捗に伴う水位変化を注視し、潮位の影響が小さくなっていくことを

確認していく。

ただし、潮位変動は天体運動の他、気圧、水温など様々な影響を受けることから、

地盤改良後に潮位変動の影響は完全にはなくならないと考えられる。

７．１－２号機間護岸エリアの潮位と地下水の関係について（２／２）
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ウェルポイント：7基／7基
（稼働準備完了）

８．3-4号機取水口間ウェルポイントの稼働について ①現況

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり

ウェルポイントの設置が完了し、稼働可能な状況
現状の#3-4号機取水口間の水質は、#1-2号機取水口間と比較して十分低

いレベルで推移
海水配管トレンチには、高濃度汚染水が滞留している。近傍のNo.3-2、

No.3-3の調査孔はH25.9末頃から水位･水質監視を開始予定

水質レベル（全β）

地下水 No.3 ：ND(24 Bq/L) [9/5採取]
地下水 No.3-1 ： 55 Bq/L [8/22採取]

海水配管トレンチ

【参考】
地下水 No.1 ： 1,500 Bq/L [9/2採取]
地下水 No.1-8 ：1,100 Bq/L [9/2採取]

※※なお、なお、#2#2--33号機取水口間の水質も号機取水口間の水質も#1#1--22号機取水口間と比較して号機取水口間と比較して
十分低いレベルで推移十分低いレベルで推移
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ウェルポイントを稼働させた場合、高濃度汚染水を含む海水配管トレンチ
から汚染水を引っ張り、汚染が拡大する可能性がある
また、海側地盤改良が完成していないため、ウェルポイントの稼働により、

海水を引っ張る可能性がある

海側地盤改良（施工中）海側地盤改良（施工中）

ウェルポイントの稼働によりウェルポイントの稼働により

海水配管トレンチから海水配管トレンチから

汚染水を引っ張る可能性汚染水を引っ張る可能性

ウェルポイントウェルポイント

ウェルポイント稼働によりウェルポイント稼働により

海水を引っ張る可能性海水を引っ張る可能性

８．３－４号機取水口間ウェルポイントの稼働について ②稼動時のリスク

●●
No.3No.3--44
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ウェルポイント稼働のリスクと現状の地下水の水質を勘案し、海側地盤改良が完了
するまではウェルポイントを稼働せず、地下水の水質監視を強化する。
調査孔（No.3、No.3-4）において水質監視を週1回行い、汚染濃度が告示濃度を超

えた場合には、監視頻度を週3回に強化するとともに、ウェルポイントを稼働して
強制的に地下水を排水し海への漏洩を防止する。
なお、#2-3号機取水口間のウェルポイントの稼働についても同様とする。

③山側地盤改良実施（③山側地盤改良実施（H25.11H25.11下完了予定）下完了予定）

④水位･水質の監視（④水位･水質の監視（No.3No.3、、No.3No.3--44））

②ウェルポイント②ウェルポイント 稼働準備完了稼働準備完了

①海側地盤改良（①海側地盤改良（H25.9H25.9末完了予定）末完了予定）

【【通常時通常時】】

水質監視頻度（週１回）・ウェルポイント稼働なし水質監視頻度（週１回）・ウェルポイント稼働なし

【【水質監視結果が告示濃度を上回った時水質監視結果が告示濃度を上回った時】】

水質監視頻度（週３回）・ウェルポイント稼働水質監視頻度（週３回）・ウェルポイント稼働

※※水質監視データが告示濃度以下で推移していることを水質監視データが告示濃度以下で推移していることを

確認した上で、通常時の運用への移行可否を判断確認した上で、通常時の運用への移行可否を判断

８．３－４号機取水口間ウェルポイントの稼働について ③今後の方針

●●
No.3No.3--44
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（３）４ｍ盤エリア内トレンチ・管路の図面化について（３）４ｍ盤エリア内トレンチ・管路の図面化について

・４ｍ盤エリア内トレンチ・管路位置平面図

（参考図－第１回WG(8/2)資料－）

・放射性物質を含む水の流入経路調査結果図（１・２号機）

・放射性物質を含む水の流入経路調査結果図（３・４号機）
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（３）４ｍ盤エリア内トレンチ・管路の図面化について（３）４ｍ盤エリア内トレンチ・管路の図面化について

・４ｍ盤エリア内トレンチ・管路位置平面図

（参考図－第１回WG(8/2)資料－）

・放射性物質を含む水の流入経路調査結果図（１・２号機）

・放射性物質を含む水の流入経路調査結果図（３・４号機）
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4m盤エリア内トレンチ・管路位置平面図
(平成25年9月12日更新)
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号機原子炉

号機原子炉建

【凡例1

- 海水配管トレンチ

電源ケーブルトレンチ

- 電癒ケーブル管路

- 雨水排水路 (U字溝，ヒューム管)

3号機タ ヒン建屋 斗号機ター

-第1回汚豊島水附(8/2実施)資料(園-2，園-3)を，

4m盤についてCADペースのE確な図面に聾理した

-図面の作成に当たっては，再度， !量備図面を参照して

精査し，さらに雨水排水路等も追記した.



放射性物質を含む水の流入経路調査結果図（１・２号機）

主トレンチ
（１号機海水配管トレンチ）

分岐トレンチ
（１号機電源ケーブル管路）

（O.P.+7.900）

スクリーン

ポンプ室

立坑B

分岐トレンチ
（２号機電源ケーブルトレンチ）

（敷高　O.P.+5.000）

立坑B

立坑D

立坑A

立坑C

主トレンチ
（２号機海水配管トレンチ）

スクリーン

ポンプ室

１号機ポンプ室循環水
ポンプ吐出弁ピット

立坑C

１号機 タービン建屋 ２号機 タービン建屋
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吐出弁ピット
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至82
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タービン建屋接合部

敷高O.P.+7.900ｍ

タービン建屋接合部
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敷高O.P.+0.300ｍ

敷高O.P.-0.667ｍ

タービン建屋接合部

敷高O.P.+6.550ｍタービン建屋接合部

敷高O.P.-0.440ｍ

4/2漏水確認箇所

×
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主トレンチ（海水配管トレンチ）

分岐トレンチ（電源ケーブルトレンチ）

分岐トレンチ（電源ケーブル管路）

流入経路

流入経路

  （止水対策により遮断される経路）

流入経路上のピット

流出防止措置既実施箇所

線量で漏洩を確認したエリア

滞留しているエリア

岩着しているトレンチエリア

青四角内数値は実測値

（表記以外の地点は5mSv/h以内）

凡例

●

第１回WG(8/2)資料
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放射性物質を含む水の流入経路調査結果図（３・４号機）

主トレンチ
（４号機海水配管トレンチ）

主トレンチ
（３号機海水配管トレンチ）

分岐トレンチ
（３号機電源ケーブルトレンチ）
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主トレンチ（海水配管トレンチ）

分岐トレンチ（電源ケーブルトレンチ）

分岐トレンチ（電源ケーブル管路）
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線量で漏洩を確認したエリア

滞留しているエリア

岩着しているトレンチエリア
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（４）護岸エリアの汚染水対策の進捗状況（４）護岸エリアの汚染水対策の進捗状況
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平成 25 年 9 月 11 日現在 
 

護岸エリアの汚染水対策の進捗状況 
 
（１）地盤改良 
 １号北側 １－２号機間 ２－３号機間 ３－４号機間 

海側 
計画なし （7/8～8/9 完了）

228／228 本 
（8/29～ 

11 月末予定） 
38／249 本 

（8/23～ 
9 月末予定） 
29／132 本 

ウェルポイント 計画なし 28／28 基 
8/15～ 稼働 

29／29 基 
稼働準備完了 

7／7 基 
稼働準備完了 

山側 

計画なし （8/13～ 
10 月末予定） 
115／337 本 
北西側拡張分 

0／167 本 

10 月上旬～ 
12 月上旬予定 

9 月中旬～ 
11 月下旬予定 

フェーシング 計画なし 10 月中旬～ 
12 月下旬予定 

11 月中旬～ 
1 月下旬予定 

10 月下旬～ 
12 月下旬予定 

海側遮水壁 
当該エリア前面 
鋼管矢板打設完了 

当該エリア前面 
鋼管矢板打設完了

当該エリア前面 
鋼管矢板打設 

12 月予定 

当該エリア前面 
鋼管矢板打設 

2 月予定 
 
（２）モニタリング孔 
（ⅰ）４ｍ盤 
 １号北側 １－２号機間 ２－３号機間 ３－４号機間 

観測孔進捗 8 月 31 日完了 
2／2 本 

10 月下旬完了予定
8／15 本※１ 

10 月中旬完了予定 
2／7 本 

10 月中旬完了予定
3／5 本 

ボーリングコア 
測定線量率測定 

9 月 11 日完了 
2／2 本 

10 月下旬完了予定
7／14 本 

10 月中旬完了予定 
2／3 本 

10 月中旬完了予定
2／3 本 

水位監視 計画なし 7／8 本 2／7 本 3／5 本 
放射能監視 1／1 本 5／6 本 2／6 本 3／4 本 

監視データ 
特記事項 

No.0-1：全β低下 No.1：Cs 上昇 
No.1-2：Cs，全β
低下 
No.1-3：Cs 上昇 
No.1-5：Cs，全β，
3H とも低下 

監視データに有意
な変動なし 

監視データに有意
な変動なし 

※1 No.1-1 は海側地盤改良により使用不可のため除く 
（ⅱ）１０ｍ盤 
 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 
観測孔進捗 10 月上旬完了予定 

6／7 本※４ 
10 月上旬完了予定

3／3 本 
9 月中旬完了予定 

0／1 本 
9 月下旬完了予定

1／2 本 
ボーリングコア 
測定線量率測定 

9 月 11 日完了 
3／3 本 

9 月 11 日完了 
1／1 本 

計画なし 計画なし 

放射能測定※３ 4／5 本 3／3 本 0／1 本 1／2 本 
※３ 現状の計画では観測孔掘削時のみ測定 
※４ 計画７本中２本については，過去に試験的にボーリングしたものでコアは取れていない 
 
（３）汚染源の除去及び浄化 
 対応状況 
２号機分岐トレンチ 水抜き済み（8／24），閉塞完了（8／29～9／11） 
２号機主トレンチ 浄化装置設置および移送配管工事開始（9／2），浄化開始予定（9／30） 
３号機主トレンチ 浄化装置設置および移送配管工事開始（9／2），浄化開始予定（10／8） 
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